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コーディネーター	
 大久保	
 真紀	
 さん（朝日新聞編集委員）	
 

 

 

ごあいさつ：「みんなちがって、みんないい」

最近よく耳にする「ダイバーシティー」という言葉。

まさに第３部の中心テーマです。日本語にすると「多

様性」と訳すのでしょうか。 

残念ながら、私には、どちらかというと、なぜかピ

ンと来ない言葉です。 

もっとわかりやすく言うと、どういうことなのでし

ょう。 

 

 

	
 「私と小鳥と鈴と」 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 金子みすず 

 

	
 	
 	
 私が両手をひろげても、 

	
 	
 	
 お空はちっとも飛べないが 

	
 	
 	
 飛べる小鳥は私のように 

	
 	
 	
 地面を速くは走れない。 

	
 	
 	
 私がからだをゆすっても、 

	
 	
 	
 きれいな音は出ないけど、 

	
 	
 	
 あの鳴る鈴は私のように 

	
 	
 	
 たくさんな唄は知らないよ。 

	
 	
 	
 鈴と、小鳥と、それから私、 

	
 	
 	
 みんなちがって、みんないい。 

 

 

会場にいらっしゃる多くの方がすでにご存じかも

しれません。みすずのこの詩が、まさに今回のテーマ 

「さまざまに輝く」ということを表しているのではな

いかと思います。 

しかし、この社会はそう簡単ではありません。違い

を認め合い、ともに生きるということが、みすずの詩

の世界のように、そのまま実現できていないのが実情

です。 

今夜は、「みんなちがって、みんないい」という価

値観を心の底から共有し、そうした社会をどのように

すれば実現していくことができるのかということを

考える機会になればと思います。 

私は新聞記者になって今年で２９年になりました。

主に社会部畑を歩いてきましたので、医療・福祉・介

護の世界は素人です。第３部の豪華なゲストの方々た

ちの「戦略会議」をうまくコーディネートできるかは

自信がありません。最初にお詫びしておきます。すみ

ません（笑）。 

ですが、登壇していただく方々は新聞記者としても

それぞれにじっくりと３時間ぐらいずつインタビュ

ーさせていただきたい魅力的なメンバーです。 

最近の一番の楽しみだったＮＨＫの朝のテレビ小

説のヒロインあさのように「なんで、なんで」と疑問

をぶつけさせていただき、みなさんとともにゲストの

方々の歩みとその「戦略」、それらを支えた考えや思

い、体験などを聞かせていただくことで、気づき、考

え、新たな元気をもらう時間にできればと思います。 

長時間になりますが、少しでも有意義な時間にでき

ればと思います。おつきあいいただければ幸いです。 

どうぞよろしくお願いします。 

第３部  

さまざまに輝く〜～仕掛け人たちの戦略会議〜～  
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「偏見」と「常識」の間～～～「常識」「慣例」を疑うことから	
 

ひとりでは動くことも話すこともできない天畠大

輔さん（前ページの記事参照）を取材したときのこと

です。 

私はいつもより大きな声で自分が質問しているこ

とに気づきました。「どうしてこんな大声を出してい

るのだろう」。そう思ったとき、ハッとしました。 

天畠さんは聴覚があります。しかし、四肢が麻痺し、

言葉を発することができません。視覚も色や立体をあ

る程度確認できるものの、文字を読むことはできませ

ん。随意運動が激しいため、時々あごがはずれ、ほお

っておくと息ができなくなります。生きていくために

は２４時間の介助が必要で、意思を伝えるためには通

訳が欠かせません。その通訳とは、一文字一文字を確

認しながら、言葉を紡ぎ出していきます。 

私自身は天畠さんが聞こえていること、頭脳は明晰

であることは理解しているつもりでした。それなのに、

目の前にいる天畠さんが通訳とやりとりする姿を見

ながら、「私の言うことがわかっているのだろうか」

と無意識のうちに考えたのでしょう。自分で気づかな

いうちに声が大きくなっていました。見た目で反応す

る私自身の無意識の「意識」が行動に現れてしまいま

した。深く考えた結果のことではありません。ですが、

だからこそ、ふだんは考えたこともない、自分の心の

奥底にある「偏見」が顔をのぞかせたようで、とても

恥ずかしくなりました。 

その後、私は記事の中にある台湾への２泊３日の研

究調査旅行に同行しました。この３日間は私にとって

は学ぶことの多い、刺激に満ちた時間となりました。

まさに「びっくりぽん」の連続でした。それまで「常

識」と考えていたことがそうではなく、また同時に、

いかに自分が偏見に満ちた人間であったことにも気

づかされました。次ページの「訪問記」がほんの一部

ですが、私が見た天畠さんの姿を伝えています。 

天畠さんが、熊本市にある九州ルーテル学院大学で

講演したことがあります。障がいのある学生たちに向

けて、「わがままになろう」とエールを送りました。

「したいことがあるのなら、まずしたいと言ってみる

ことが大切」と、周囲が不可能と考えていた大学への

進学を実現させた自らの体験を語りました。 

天畠さんは東京都にあるルーテル学院大学で学び

ましたが、入学試験を受けるのにも大学側と交渉しな

くてはなりませんでした。試験時間の延長や通訳者の

介助を認めてもらうことなどを話し合い、２年がかり

で合格しました。大学では、学生たちの協力を得て、

授業のノート取りや食事、トイレなどの介助を受け、

無事卒業。２０１０年から立命館大学大学院で障がい

者のコミュニケーション法について研究しています。

授業は無料のインターネット電話で受けています。い

わば天畠さんは、４月から施行になった障がい者差別

解消法で定められた「合理的配慮」を自ら交渉して、

一足先に勝ち取ってきたと言えます。 

「自立とは、自分ひとりですることではなく、依存

先をたくさんもっていること。『助けて』と言える相

手を増やすことがそれぞれの依存度を低くし、不安を

減らすことになる」と天畠さんは語っています。 

「前例がない」。私自身もこれまで生きてくる中で、

何回も言われてきた言葉です。みなさんにも経験があ

るかと思います。前例がないことに挑んでいけば、た

たかれたり、ねたまれたりすることもあるでしょう。

朝ドラの中ですが、あさは、日本初の女子大学校創設

に奔走するものの、世間からたたかれ、意気消沈する

のちの初代学長に向かってこう語っていました。「た

たかれるというのは目立つということ。存分にぽんぽ

んたたかれなはれ。大切なのは、なんぼ打たれてもへ

こたれない頑丈な心をもつこと。どんな暗い夜でも信

じて進んだら、必ず新しい朝が来る」 

「みんなちがって、みんないい」。そんな社会を目

指して、新しい朝を積み重ねていけたらと思います。 
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